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一




　むかし、むかし、あるところに、おじいさんとおばあさんがありました。まいにち、おじいさんは山へしば刈かりに、おばあさんは川へ洗濯せんたくに行きました。

　ある日、おばあさんが、川のそばで、せっせと洗濯せんたくをしていますと、川上かわかみから、大きな桃ももが一つ、

「ドンブラコッコ、スッコッコ。

ドンブラコッコ、スッコッコ。」


　と流ながれて来きました。

「おやおや、これはみごとな桃ももだこと。おじいさんへのおみやげに、どれどれ、うちへ持もって帰かえりましょう。」

　おばあさんは、そう言いいながら、腰こしをかがめて桃ももを取とろうとしましたが、遠とおくって手がとどきません。おばあさんはそこで、

「あっちの水みいずは、かあらいぞ。

こっちの水みいずは、ああまいぞ。

かあらい水みいずは、よけて来こい。

ああまい水みいずに、よって来こい。


　と歌うたいながら、手をたたきました。すると桃ももはまた、

「ドンブラコッコ、スッコッコ。

ドンブラコッコ、スッコッコ。」


　といいながら、おばあさんの前まえへ流ながれて来きました。おばあさんはにこにこしながら、

「早はやくおじいさんと二人ふたりで分わけて食たべましょう。」

　と言いって、桃ももをひろい上あげて、洗濯物せんたくものといっしょにたらいの中に入いれて、えっちら、おっちら、かかえておうちへ帰かえりました。

　夕方ゆうがたになってやっと、おじいさんは山からしばを背負せおって帰かえって来きました。

「おばあさん、今いま帰かえったよ。」

「おや、おじいさん、おかいんなさい。待まっていましたよ。さあ、早はやくお上あがんなさい。いいものを上あげますから。」

「それはありがたいな。何なんだね、そのいいものというのは。」

　こういいながら、おじいさんはわらじをぬいで、上に上あがりました。その間まに、おばあさんは戸棚とだなの中からさっきの桃ももを重おもそうにかかえて来きて、

「ほら、ごらんなさいこの桃ももを。」

　と言いいました。

「ほほう、これはこれは。どこからこんなみごとな桃ももを買かって来きた。」

「いいえ、買かって来きたのではありません。今日きょう川で拾ひろって来きたのですよ。」

「え、なに、川で拾ひろって来きた。それはいよいよめずらしい。」

　こうおじいさんは言いいながら、桃ももを両手りょうてにのせて、ためつ、すがめつ、ながめていますと、だしぬけに、桃ももはぽんと中から二つに割われて、

「おぎゃあ、おぎゃあ。」

　と勇いさましいうぶ声こえを上あげながら、かわいらしい赤あかさんが元気げんきよくとび出だしました。

「おやおや、まあ。」

　おじいさんも、おばあさんも、びっくりして、二人ふたりいっしょに声こえを立たてました。

「まあまあ、わたしたちが、へいぜい、どうかして子供こどもが一人ひとりほしい、ほしいと言いっていたものだから、きっと神かみさまがこの子をさずけて下くださったにちがいない。」

　おじいさんも、おばあさんも、うれしがって、こう言いいました。

　そこであわてておじいさんがお湯ゆをわかすやら、おばあさんがむつきをそろえるやら、大おおさわぎをして、赤あかさんを抱だき上あげて、うぶ湯ゆをつかわせました。するといきなり、

「うん。」

　と言いいながら、赤あかさんは抱だいているおばあさんの手をはねのけました。

「おやおや、何なんという元気げんきのいい子だろう。」

　おじいさんとおばあさんは、こう言いって顔かおを見合みあわせながら、「あッは、あッは。」とおもしろそうに笑わらいました。

　そして桃ももの中から生うまれた子だというので、この子に桃太郎ももたろうという名なをつけました。




二




　おじいさんとおばあさんは、それはそれはだいじにして桃太郎ももたろうを育そだてました。桃太郎ももたろうはだんだん成長せいちょうするにつれて、あたりまえの子供こどもにくらべては、ずっと体からだも大きいし、力ちからがばかに強つよくって、すもうをとっても近所きんじょの村むらじゅうで、かなうものは一人ひとりもないくらいでしたが、そのくせ気きだてはごくやさしくって、おじいさんとおばあさんによく孝行こうこうをしました。

　桃太郎ももたろうは十五になりました。

　もうそのじぶんには、日本にほんの国中くにじゅうで、桃太郎ももたろうほど強つよいものはないようになりました。桃太郎ももたろうはどこか外国がいこくへ出かけて、腕うでいっぱい、力ちからだめしをしてみたくなりました。

　するとそのころ、ほうぼう外国がいこくの島々しまじまをめぐって帰かえって来きた人があって、いろいろめずらしい、ふしぎなお話はなしをした末すえに、

「もう何年なんねんも何年なんねんも船ふねをこいで行くと、遠とおい遠とおい海うみのはてに、鬼おにが島しまという所ところがある。悪わるい鬼おにどもが、いかめしいくろがねのお城しろの中に住すんで、ほうぼうの国くにからかすめ取とった貴とうとい宝物たからものを守まもっている。」

　と言いいました。

　桃太郎ももたろうはこの話はなしをきくと、その鬼おにが島しまへ行ってみたくって、もう居いても立たってもいられなくなりました。そこでうちへ帰かえるとさっそく、おじいさんの前まえへ出て、

「どうぞ、わたくしにしばらくおひまを下ください。」

　と言いいました。

　おじいさんはびっくりして、

「お前まえどこへ行くのだ。」

　と聞ききました。

「鬼おにが島しまへ鬼おにせいばつに行こうと思おもいます。」

　と桃太郎ももたろうはこたえました。

「ほう、それはいさましいことだ。じゃあ行っておいで。」

　とおじいさんは言いいました。

「まあ、そんな遠方えんぽうへ行くのでは、さぞおなかがおすきだろう。よしよし、おべんとうをこしらえて上あげましょう。」

　とおばあさんも言いいました。

　そこで、おじいさんとおばあさんは、お庭にわのまん中に、えんやら、えんやら、大きな臼うすを持もち出だして、おじいさんがきねを取とると、おばあさんはこねどりをして、

「ぺんたらこっこ、ぺんたらこっこ。ぺんたらこっこ、ぺんたらこっこ。」

　と、おべんとうのきびだんごをつきはじめました。

　きびだんごがうまそうにでき上あがると、桃太郎ももたろうのしたくもすっかりでき上あがりました。

　桃太郎ももたろうはお侍さむらいの着きるような陣羽織じんばおりを着きて、刀かたなを腰こしにさして、きびだんごの袋ふくろをぶら下さげました。そして桃ももの絵えのかいてある軍扇ぐんせんを手に持もって、

「ではおとうさん、おかあさん、行ってまいります。」

　と言いって、ていねいに頭あたまを下さげました。

「じゃあ、りっぱに鬼おにを退治たいじしてくるがいい。」

　とおじいさんは言いいました。

「気きをつけて、けがをしないようにおしよ。」

　とおばあさんも言いいました。

「なに、大丈夫だいじょうぶです、日本一にっぽんいちのきびだんごを持もっているから。」と桃太郎ももたろうは言いって、

「では、ごきげんよう。」

　と元気げんきな声こえをのこして、出でていきました。おじいさんとおばあさんは、門もんの外そとに立たって、いつまでも、いつまでも見送みおくっていました。
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　桃太郎ももたろうはずんずん行きますと、大きな山の上に来きました。すると、草くさむらの中から、「ワン、ワン。」と声こえをかけながら、犬いぬが一ぴきかけて来きました。

　桃太郎ももたろうがふり返かえると、犬いぬはていねいに、おじぎをして、

「桃太郎ももたろうさん、桃太郎ももたろうさん、どちらへおいでになります。」

　とたずねました。

「鬼おにが島しまへ、鬼おにせいばつに行くのだ。」

「お腰こしに下さげたものは、何なんでございます。」

「日本にっぽん一のきびだんごさ。」

「一つ下ください、お供ともしましょう。」

「よし、よし、やるから、ついて来こい。」

　犬いぬはきびだんごを一つもらって、桃太郎ももたろうのあとから、ついて行きました。

　山を下おりてしばらく行いくと、こんどは森もりの中にはいりました。すると木の上から、「キャッ、キャッ。」とさけびながら、猿さるが一ぴき、かけ下おりて来きました。

　桃太郎ももたろうがふり返かえると、猿さるはていねいに、おじぎをして、

「桃太郎ももたろうさん、桃太郎ももたろうさん、どちらへおいでになります。」

　とたずねました。

「鬼おにが島しまへ鬼おにせいばつに行くのだ。」

「お腰こしに下さげたものは、何なんでございます。」

「日本にっぽん一のきびだんごさ。」

「一つ下ください、お供ともしましょう。」

「よし、よし、やるから、ついて来こい。」

　猿さるもきびだんごを一つもらって、あとからついて行きました。

　山を下おりて、森もりをぬけて、こんどはひろい野原のはらへ出ました。すると空そらの上で、「ケン、ケン。」と鳴なく声こえがして、きじが一羽わとんで来きました。

　桃太郎ももたろうがふり返かえると、きじはていねいに、おじぎをして、

「桃太郎ももたろうさん、桃太郎ももたろうさん、どちらへおいでになります。」

　とたずねました。

「鬼おにが島しまへ鬼おにせいばつに行くのだ。」

「お腰こしに下さげたものは、何なんでございます。」

「日本一にっぽんいちのきびだんごさ。」

「一つ下ください、お供ともしましょう。」

「よし、よし、やるから、ついて来こい。」

　きじもきびだんごを一つもらって、桃太郎ももたろうのあとからついて行きました。

　犬いぬと、猿さると、きじと、これで三にんまで、いい家来けらいができたので、桃太郎ももたろうはいよいよ勇いさみ立たって、またずんずん進すすんで行きますと、やがてひろい海うみばたに出ました。

　そこには、ちょうどいいぐあいに、船ふねが一そうつないでありました。

　桃太郎ももたろうと、三にんの家来けらいは、さっそく、この船ふねに乗のり込こみました。

「わたくしは、漕こぎ手てになりましょう。」

　こう言いって、犬いぬは船ふねをこぎ出だしました。

「わたくしは、かじ取とりになりましょう。」

　こう言いって、猿さるがかじに座すわりました。

「わたくしは物見ものみをつとめましょう。」

　こう言いって、きじがへさきに立たちました。

　うららかないいお天気てんきで、まっ青さおな海うみの上には、波なみ一つ立たちませんでした。稲妻いなづまが走はしるようだといおうか、矢やを射いるようだといおうか、目のまわるような速はやさで船ふねは走って行きました。ほんの一時間じかんも走はしったと思おもうころ、へさきに立たって向むこうをながめていたきじが、「あれ、あれ、島しまが。」とさけびながら、ぱたぱたと高たかい羽音はおとをさせて、空そらにとび上あがったと思おもうと、スウッとまっすぐに風かぜを切きって、飛とんでいきました。

　桃太郎ももたろうもすぐきじの立たったあとから向むこうを見みますと、なるほど、遠とおい遠とおい海うみのはてに、ぼんやり雲くものような薄うすぐろいものが見みえました。船ふねの進すすむにしたがって、雲くものように見みえていたものが、だんだんはっきりと島しまの形かたちになって、あらわれてきました。

「ああ、見みえる、見みえる、鬼おにが島しまが見みえる。」

　桃太郎ももたろうがこういうと、犬いぬも、猿さるも、声こえをそろえて、「万歳ばんざい、万歳ばんざい。」とさけびました。

　見みる見みる鬼おにが島しまが近ちかくなって、もう硬かたい岩いわで畳たたんだ鬼おにのお城しろが見みえました。いかめしいくろがねの門もんの前まえに見みはりをしている鬼おにの兵隊へいたいのすがたも見みえました。

そのお城しろのいちばん高たかい屋根やねの上に、きじがとまって、こちらを見みていました。

こうして何年なんねんも、何年なんねんもこいで行いかなければならないという鬼おにが島しまへ、ほんの目をつぶっている間まに来きたのです。
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　桃太郎ももたろうは、犬いぬと猿さるをしたがえて、船ふねからひらりと陸おかの上にとび上あがりました。

　見みはりをしていた鬼おにの兵隊へいたいは、その見みなれないすがたを見みると、びっくりして、あわてて門もんの中に逃にげ込こんで、くろがねの門もんを固かたくしめてしまいました。その時とき犬いぬは門もんの前まえに立たって、

「日本にほんの桃太郎ももたろうさんが、お前まえたちをせいばいにおいでになったのだぞ。あけろ、あけろ。」

　とどなりながら、ドン、ドン、扉とびらをたたきました。鬼おにはその声こえを聞きくと、ふるえ上あがって、よけい一生懸命いっしょうけんめいに、中から押おさえていました。

　するときじが屋根やねの上からとび下おりてきて、門もんを押おさえている鬼おにどもの目をつつきまわりましたから、鬼おにはへいこうして逃にげ出だしました。その間まに、猿さるがするすると高たかい岩壁いわかべをよじ登のぼっていって、ぞうさなく門もんを中からあけました。

「わあッ。」とときの声こえを上あげて、桃太郎ももたろうの主従しゅじゅうが、いさましくお城しろの中に攻せめ込こんでいきますと、鬼おにの大将たいしょうも大おおぜいの家来けらいを引ひき連つれて、一人一人ひとりひとり、太ふとい鉄てつの棒ぼうをふりまわしながら、「おう、おう。」とさけんで、向むかってきました。

　けれども、体からだが大きいばっかりで、いくじのない鬼おにどもは、さんざんきじに目をつつかれた上に、こんどは犬いぬに向むこうずねをくいつかれたといっては、痛いたい、痛いたいと逃にげまわり、猿さるに顔かおを引ひっかかれたといっては、おいおい泣なき出だして、鉄てつの棒ぼうも何なにもほうり出だして、降参こうさんしてしまいました。

　おしまいまでがまんして、たたかっていた鬼おにの大将たいしょうも、とうとう桃太郎ももたろうに組くみふせられてしまいました。桃太郎ももたろうは大きな鬼おにの背中せなかに、馬乗うまのりにまたがって、

「どうだ、これでも降参こうさんしないか。」

　といって、ぎゅうぎゅう、ぎゅうぎゅう、押おさえつけました。

　鬼おにの大将たいしょうは、桃太郎ももたろうの大力だいりきで首くびをしめられて、もう苦くるしくってたまりませんから、大おおつぶの涙なみだをぼろぼろこぼしながら、

「降参こうさんします、降参こうさんします。命いのちだけはお助たすけ下ください。その代かわりに宝物たからものをのこらずさし上あげます。」

　こう言いって、ゆるしてもらいました。

　鬼おにの大将たいしょうは約束やくそくのとおり、お城しろから、かくれみのに、かくれ笠がさ、うちでの小こづちに如意宝珠にょいほうじゅ、そのほかさんごだの、たいまいだの、るりだの、世界せかいでいちばん貴とうとい宝物たからものを山のように車くるまに積つんで出だしました。

　桃太郎ももたろうはたくさんの宝物たからものをのこらず積つんで、三にんの家来けらいといっしょに、また船ふねに乗のりました。帰かえりは行きよりもまた一そう船ふねの走はしるのが速はやくって、間まもなく日本にほんの国くにに着つきました。

　船ふねが陸おかに着つきますと、宝物たからものをいっぱい積つんだ車くるまを、犬いぬが先さきに立たって引ひき出だしました。きじが綱つなを引ひいて、猿さるがあとを押おしました。

「えんやらさ、えんやらさ。」

　三にんは重おもそうに、かけ声ごえをかけかけ進すすんでいきました。

　うちではおじいさんと、おばあさんが、かわるがわる、

「もう桃太郎ももたろうが帰かえりそうなものだが。」

　と言いい言いい、首くびをのばして待まっていました。そこへ桃太郎ももたろうが三にんのりっぱな家来けらいに、ぶんどりの宝物たからものを引ひかせて、さもとくいらしい様子ようすをして帰かえって来きましたので、おじいさんもおばあさんも、目も鼻はなもなくして喜よろこびました。

「えらいぞ、えらいぞ、それこそ日本一にっぽんいちだ。」

　とおじいさんは言いいました。

「まあ、まあ、けががなくって、何なによりさ。」

　とおばあさんは言いいました。

　桃太郎ももたろうは、その時とき犬いぬと猿さるときじの方ほうを向むいてこう言いいました。

「どうだ。鬼おにせいばつはおもしろかったなあ。」

　犬いぬはワン、ワンとうれしそうにほえながら、前足まえあしで立たちました。

　猿さるはキャッ、キャッと笑わらいながら、白しろい歯はをむき出だしました。

　きじはケン、ケンと鳴なきながら、くるくると宙返ちゅうがえりをしました。

　空そらは青々あおあおと晴はれ上あがって、お庭にわには桜さくらの花はなが咲さき乱みだれていました。


底本：「日本の神話と十大昔話」講談社学術文庫、講談社

　　　1983（昭和58）年5月10日第1刷発行

　　　1992（平成4）年4月20日第14刷発行

※「そのお城しろのいちばん高たかい」「こうして何年なんねんも」の行頭が下がっていないのは底本のままです。

入力：鈴木厚司

校正：大久保ゆう

2003年8月27日作成

2013年10月21日修正

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。

